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一

宮
城
県
図
書
館
蔵
猪
苗
代
兼
如
増
注
『
源
氏
物
語
抄
（
紹
巴
抄
）』
に
つ
い
て

妹　

尾　

好　

信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

源
氏
物
語
、
里
村
紹
巴
、
猪
苗
代
兼
如

は
じ
め
に

　

連
歌
師
里
村
紹
巴
が
称
名
院
三
条
西
公
条
の
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聴
聞
し

て
著
し
た
『
源
氏
物
語
抄
』（『
紹
巴
抄
』
と
も
）
二
十
巻
は
、
早
く
古
活
字
本

が
出
版
さ
れ
、
後
に
そ
の
版
面
を
覆
刻
利
用
し
つ
つ
、
一
面
十
行
を
十
一
行
に

改
編
し
て
漢
字
の
読
み
や
漢
文
の
訓
点
を
付
し
た
整
版
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
最
も
流
布
し
た
の
は
整
版
本
で
あ
る
が
、
同
系
統
の
本
文
を
持
つ

写
本
も
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
流
布
本
系
統
と
は
別
に
、
紹
巴
に
師
事
し
た
猪
苗
代
兼
如
が
注

釈
を
増
補
し
た
写
本
が
存
在
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
報
告
さ

れ
た
の
は
稲
賀
敬
二
先
生
御
所
蔵
の
写
本
（
横
本
二
十
冊
。
現
在
は
安
田
女
子
大

学
附
属
図
書
館
「
稲
賀
文
庫
」
所
蔵
）
で（
１
）、
同
本
は
「
刻翻 

平
安
文
学
資
料
稿
」
第

二
期
に
全
十
冊
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る（
２
）。
兼
如
に
よ
る
注
の
書
き
入
れ
や
巻
末
へ

の
注
の
追
加
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
巻
の
末
尾
に
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
四
月
か
ら
翌
八
年
（
一
五
六
五
）
三
月
ま
で
の
書
写
奥
書
を
有
す

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
本
と
同
類
の
兼
如
増
注
本
が
ほ
か
に
も
存
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。
小
川
陽
子
氏（
３
）は

、
①
稲
賀
先
生
蔵
本
の
他
に
、
②
鶴
見
大
学
附

属
図
書
館
本
と
③
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本
の
二
本
の
存
在
を
紹
介
さ
れ
、

各
本
の
本
文
や
書
き
入
れ
注
の
相
違
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
、
流
布
本
と
の
関
係

も
視
野
に
入
れ
、『
紹
巴
抄
』
の
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
へ
の
展
開
と
そ
の
背
景
、

兼
如
増
注
本
作
成
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
従
来
の
説
と
は
異
な
り
、
増
注
さ
れ
た
兼
如
本
の
方
が
初
稿
本
を
も
と

と
し
て
お
り
、
版
行
さ
れ
た
流
布
本
は
紹
巴
に
よ
る
再
稿
本
が
祖
と
な
っ
て
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
。
兼
如
増
注
本
の
も
と
に
な
っ
た
本
は
、

彼
が
奥
州
に
下
っ
た
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
四
月
以
前
に
紹
巴
か
ら
得
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
の
同
年
六
月
か
ら
紹
巴
は
新
た
に
『
源
氏
物
語
』
の

講
釈
を
開
始
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
『
紹
巴
抄
』
の
増
補
も
行
っ
た
の
だ
ろ
う

と
小
川
氏
は
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
文
禄
初
年
頃
ま
で
の
間
に
、
奥
州
仙
台

に
お
い
て
兼
如
は
、
弟
の
正
益
の
説
も
取
り
入
れ
な
が
ら
独
自
に
『
紹
巴
抄
』
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二

の
増
注
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
複
雑
な
各
本
の
奥
書
や
注
釈
の

出
入
り
を
慎
重
に
吟
味
し
な
が
ら
の
考
証
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
首
肯
で
き
る

見
解
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

①
稲
賀
先
生
蔵
本
は
兼
如
自
筆
と
見
ら
れ
る
と
い
う（
４
）。
も
と
も
と
奥
州
の
某

寺
旧
蔵
だ
っ
た
由
な
の
で
、
伊
達
家
か
ら
流
れ
出
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
②
鶴
見
大
学
本
は
『
一
誠
堂
古
書
目
録
』
第
59
号
（
昭
和
58
年
12
月
）
に

掲
載
さ
れ
た
「
江
戸
初
期
承
応
明
暦
頃
写
、
卜
部
吉
田
家
旧
蔵
」
と
あ
る
本
で

あ
る
。
③
伊
達
文
庫
本
に
つ
い
て
、
小
川
氏
は
、「『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』『
古

典
籍
総
合
目
録
』
に
記
載
が
な
く
、
未
紹
介
の
一
本
で
あ
る
。
全
十
八
冊
で
、

第
三
・
四
冊
（
末
摘
花
～
花
散
里
）
を
欠
く
。
兼
如
の
巻
末
追
加
注
を
一
部
に
有

す
る
こ
と
か
ら
、
右
二
本
と
同
系
統
に
属
す
る
と
い
え
る
。「
伊
達
伯
観
瀾
閣

圖
書
印
」
が
あ
り
、
遅
く
と
も
明
治
十
～
二
十
年
以
前
よ
り
伊
達
家
に
伝
え
ら

れ
た
一
書
と
知
れ
る
」
と
解
説
す
る
。『
宮
城
県
図
書
館
蔵 
伊
達
文
庫
目
録
』（
昭

和
62
年　

宮
城
県
図
書
館
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
本
で
は
な
い
。同
目
録
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る（
原
文
横
書
き
）。

　
　

2805　

源
氏
物
語
抄　

20
巻　
　
　

D
913.36-ｹ4

　
　
　
　
　
（
巻
３
、
４
缺
）

　
　
　
　
　
　
　

里
村
紹
巴
著

　
　
　
　
　
　
　

寫
本

　
　
　
　
　
　
　

18
冊　

15.5

×22.5

㎝

　
　
　
　
　
　
　

印
記
：
伊
達
伯
観
瀾
閣
圖
書
印

　

本
来
二
十
冊
本
だ
っ
た
は
ず
の
第
二
・
三
冊
を
欠
く
零
本
で
あ
る
。
兼
如
の

増
注
は
彼
が
仕
え
た
仙
台
伊
達
家
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

主
家
に
伝
来
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
兼
如
増
注
『
紹
巴
抄
』
の
正
本
と

も
言
う
べ
き
貴
重
な
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
保
存
状
態
も
よ
く
、
き
ち
ん

と
清
書
さ
れ
た
本
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

　

早
く
大
津
有
一
氏
が
、
池
田
亀
鑑
博
士
編
『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻
（
昭
和

35
年　

東
京
堂
出
版
）
所
収
「
注
釈
書
解
題
」
の
「
紹
巴
抄
」
の
項
目
に
お
い
て
、

徳
島
光
慶
図
書
館
旧
蔵
本
と
青
谿
書
屋
蔵
『
源
氏
物
語
之
抄
』
に
は
稲
賀
本
と

同
様
の
巻
末
書
写
奥
書
が
あ
る
旨
記
し
て
い
る
。「
徳
島
光
慶
図
書
館
旧
蔵
本

は
空
蝉
、
夕
顔
、
若
紫
の
三
巻
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
戦
災
で
焼
失
し
た
か
と
思

わ
れ
る
」
と
い
う
が
、
戦
災
か
昭
和
二
十
五
年
の
失
火
か
の
ど
ち
ら
か
で
失
わ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
青
谿
書
屋
本
も
所
在
不
明
だ
と
い
う
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
も

兼
如
増
注
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
光
慶
図
書
館
本
の
巻
区
分
は
、
兼
如

増
注
本
の
第
二
冊
に
等
し
い
（
流
布
本
の
第
二
冊
は
空
蝉
・
夕
顔
。
小
川
氏
論
考

に
巻
区
分
の
相
違
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
）。
小
川
氏
が
、「
東
海
大
学
付
属
図
書

館
桃
園
文
庫
に
、
大
島
本
か
ら
奥
書
や
巻
末
注
な
ど
一
部
特
徴
的
な
部
分
の
み

を
転
写
し
た
新
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
紹
巴
奥
書
な
ら
び

に
兼
如
の
巻
末
追
加
注
が
見
え
る
こ
と
か
ら
右
二
本
と
同
系
統
の
一
本
と
目
さ

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
桃
園
文
庫
本
は
、
こ
の
青
谿
書

屋
旧
蔵
本
（
す
な
わ
ち
大
島
本
）
か
ら
の
抜
書
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
二
本
は
残
念
な
が
ら
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
兼
如
増
注
本
の
伝

本
は
①
～
③
の
三
本
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
は
、
宮
城
県
図
書
館
に
は
『
源
氏
物
語
抄
』
が
も
う
一
本
所
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三

蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
明
ら
か
に
兼
如
増
注
本
『
紹
巴
抄
』
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
桐
壺
・
箒
木
巻
の
一
冊
の
み
の
零
本
で
あ
る
。

　

同
本
は
、
先
に
掲
げ
た
『
伊
達
文
庫
目
録
』
で
は
な
く
、
平
成
三
年
に
同
図

書
館
が
刊
行
し
た
『
宮
城
県
図
書
館
和
古
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
次

の
よ
う
に
あ
る
（
原
文
横
書
き
）。

　
　

4798

〔
源
氏
物
語
抄
〕　

残
巻　
　
　

M
913.3-ｹ1

　
　
　
　
　
（
存
桐
壺
、
箒
木
）

　
　
　
　
　
　
　

里
村
紹
巴
著

　
　
　
　
　
　
　

寫
本

　
　
　
　
　
　
　

１
冊　

15.8

×21.8
㎝

　

書
名
が
〔　

〕
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
外
題
・
内
題
と
も
に
な
く
、
内

容
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
書
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
伊
達
文
庫
目
録
』
に

収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
見
伊
達
家
伝
来
の
本
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
巻

首
に
「
宮
城
県
図
書
館
／
伊
達
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
る
か
ら
、
や
は
り
本
来
は

伊
達
文
庫
に
属
す
る
本
ら
し
い
。
た
だ
し
、「
伊
達
伯
観
瀾
閣
圖
書
印
」
の
印

記
は
な
い
。
宮
城
県
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
「
叡
智
の
森
Ｗ
ｅ
ｂ
」
内
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
（
（
（

の
で
、
容
易
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
冒
頭
の
一
冊
の
み
で
は
あ
る
が
こ
の
本
に
は
奥
書
も
あ
っ
て
興

味
深
い
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
本
の
紹
介
を
中
心
に
、
他

の
兼
如
増
注
本
と
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
う
。

一　

伊
達
文
庫
本
『
源
氏
物
語
抄
』
二
本
の
書
誌

　
『
伊
達
文
庫
目
録
』
に
載
る
十
八
冊
本
を
仮
に
伊
達
文
庫
Ａ
本
、『
宮
城
県
図

書
館
和
古
書
目
録
』
に
載
る
一
冊
本
を
伊
達
文
庫
Ｂ
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
、
Ａ
・
Ｂ
両
本
の
書
誌
を
記
す
。

○
Ａ
本

　

写
本
十
八
冊
。
楮
紙
袋
綴
。
縦
一
五
・
七
㎝
、
横
二
二
・
八
㎝
の
横
本
。
表
紙

は
薄
藍
色
無
地
の
紙
表
紙
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
一
面
10
行
書
き
。
本

来
全
二
十
冊
の
う
ち
、
第
三
・
第
四
冊
（
末
摘
花
～
花
散
里
）
の
二
冊
を
欠
く
。

巻
首
に
「
伊
達
伯
観
瀾
閣
圖
書
印
」
と
「
宮
城
県
図
書
館
／
伊
達
文
庫
」
の
朱

印
を
捺
す
。
外
題
・
内
題
と
も
な
し
。
表
紙
に
は
冊
番
号
と
所
収
の
巻
名
を
記

し
た
目
録
題
簽
を
貼
る
。
題
簽
に
よ
る
各
冊
の
巻
名
は
次
の
通
り
。

　

第
一
冊　

桐
壺
・
箒
木

　

第
二
冊　

う
つ
蝉　

ゆ
ふ
か
ほ　

若
紫

　
（
第
三
冊
・
第
四
冊　

欠
）

　

第
五
冊　

須
磨
・
明
石
・
み
を
つ
く
し

　

第
六
冊　

蓬
生
・
関
や
・
繪
合

　

第
七
冊　

薄
雲
・
朝
か
ほ
・
乙
女

　

第
八
冊　

玉
か
つ
ら
・
は
つ
ね
・
こ
て
ふ

　

第
九
冊　

ほ
た
る
・
と
こ
夏
・
か
ゝ
り
火

　

第
十
冊　

野
分
・
み
ゆ
き
・
藤
は
か
ま
・
ま
き
柱



宮城県図書館蔵猪苗代兼如増注『源氏物語抄（紹巴抄）』について（妹尾） 16

四

　

第
十
一
冊　

梅
か
え
・
藤
の
う
ら
は

　

第
十
二
冊　

若
菜
上　
（
※
巻
末
に
「
若
菜
上
終
」
と
あ
り
）

　

第
十
三
冊　

わ
か
な
下

　

第�
十
四
冊　

柏
木
・
横
笛
・
鈴
む
し
・
夕
霧　
（
※
巻
末
に
「
夕
霧
ノ
注
終
也
」

と
あ
り
）

　

第�

十
五
冊　

御
法
・
ま
ほ
ろ
し
・
匂
宮
・
紅
梅
・
竹
河　
（
※
巻
末
に
「
竹
河

ノ
注
是
迄
也
」
と
あ
り
）

　

第
十
六
冊　

橋
ひ
め
・
し
ゐ
か
も
と　
（
※
巻
末
に
「
此
注
終
也
」
と
あ
り
）

　

第�

十
七
冊　

あ
け
ま
き
・
さ
わ
ら
ひ　
（
※
巻
末
に
「
早
蕨
ノ
注
是
迄
也
」
と

あ
り
）

　

第
十
八
冊　

寄
木

　

第
十
九
冊　

あ
つ
ま
や
・
う
き
舟　
（
※
巻
末
に
「
東
屋
ノ
終
也
」
と
あ
り
）

　

第
二
十
冊　

蜻
蛉
・
手
な
ら
ひ
・
夢
浮
橋　
（
※
巻
末
に「
此
注
終
也
」と
あ
り
）

○
Ｂ
本

　

写
本
一
冊
。
楮
紙
袋
綴
。
縦
一
五
・
九
㎝
×
横
二
一
・
九
㎝
の
横
本
。
表
紙
は

藍
地
に
金
泥
で
水
草
模
様
を
描
く
。
保
存
状
態
は
悪
く
な
い
が
、
や
や
疲
れ
が

見
ら
れ
る
。
外
題
・
内
題
と
も
な
し
。
一
面
14
行
書
き
。
墨
付
66
丁
。
本
来
全

二
十
冊
の
う
ち
第
一
冊
（
桐
壺
・
箒
木
巻
）
の
み
存
。
巻
首
に
「
宮
城
県
図
書

館
／
伊
達
文
庫
」の
朱
印
を
捺
す
。
桐
壺
巻
末
に「
天
正
十
五
霜
廿
七
一
挍
之
」、

箒
木
巻
末
に
「
天
正
十
五
霜
廿
九
暁
一
挍
―
本 　（

抹
消
力
）

　

 

／
臨
江
斎
紹
巴
法
眼
／
是
斎

兼
如
法
橋
」
と
の
奥
書
あ
り
。

　

二
本
と
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
横
本
で
あ
る
。
Ａ
本
に
は
（　

）
内
に
記
し

た
よ
う
に
巻
末
に
簡
略
な
識
語
の
あ
る
冊
が
あ
る
。
一
方
、
Ｂ
本
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
巻
末
の
奥
書
で
あ
る
。

　

桐
壺
巻
の
巻
末
（
28
丁
裏
）
に
、

　
　

天
正
十
五
霜
廿
七
一
挍
之

と
あ
り
、
箒
木
巻
の
巻
末
に
は
、

　
　

天
正
十
五
霜
廿
九
暁
一
挍
―
本

と
書
き
、
二
行
分
ほ
ど
の
空
白
を
置
い
て
、

　
　

臨
江
斎

　
　
　
　

 

紹
巴
法
眼

　
　

是
斎

　
　
　
　

 

兼
如
法
橋

と
署
名
が
あ
る
。
す
べ
て
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

十
一
月
二
十
七
日
に
桐
壺
巻
の
校
合
を
済
ま
せ
た
こ
と
、
翌
々
日
の
二
十
九
日

に
箒
木
巻
の
校
合
を
終
え
た
こ
と
を
記
す
。「
―
本
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
が

本
奥
書
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
本
」
の
字
の
下
に
は
二
字
分
く
ら
い
刷
り

消
し
て
抹
消
し
た
形
跡
が
あ
る
が
、
書
か
れ
て
い
た
字
は
判
読
で
き
な
い
。

　

紹
巴
と
兼
如
の
名
が
並
ん
で
一
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

本
来
は
別
筆
で
別
個
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
紹
巴
の
署
名
が

あ
っ
た
本
に
お
そ
ら
く
は
増
注
を
施
し
た
後
に
兼
如
が
署
名
を
添
え
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
天
正
十
五
年
霜
月
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
し
、
も
っ
と
前
か
も
知

れ
な
い
。
校
合
の
日
を
記
す
奥
書
は
、
両
者
の
署
名
が
あ
る
本
を
書
写
し
た
人
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五

物
が
記
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
正
十
五
年
は
、
兼
如
が
奥
州
に

滞
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
時
期
に
重
な
る
。
天
正
十
五
年
の
十
一
月
か
ら
兼

如
は
仙
台
に
お
い
て
自
ら
が
増
注
し
た
『
紹
巴
抄
』
を
書
写
し
校
合
す
る
作
業

を
始
め
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
主
君
で
あ
る
伊
達

政
宗
の
命
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

稲
賀
先
生
蔵
本
に
は
、
先
述
の
通
り
、
永
禄
七
年
四
月
（
夕
顔
巻
）
か
ら
同

八
年
三
月（
夢
浮
橋
巻
）ま
で
の
書
写
奥
書
が
ほ
ぼ
各
巻
末
に
存
在
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
に
加
え
て
、
紅
葉
賀
巻
の
末
尾
に
は
、

　
　

天
正
十
六
年
正
月
九
日
一
類
礼
ニ
つ
ど
ふ
日
幽
々
終
功
了

と
い
う
朱
筆
の
奥
書
が
あ
り
、
次
の
花
宴
巻
末
に
も
、
年
次
は
な
い
が
、

　
　

三
月
二
日
功
了

と
い
う
や
は
り
朱
筆
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
の
三
月
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
夕
霧
巻
末
尾
に
は
、

　
　

兼
如
私
ニ
云
、
文
禄
二
年
正
月
廿
六
日
一
部
之
書
写
此
巻
ニ
テ
終
功

と
い
う
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
は
、
天
正
十
六
年
の

五
年
後
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
稲
賀
先
生
は
、「
朱
書
さ
れ
た
天
正

十
六
年
の
方
は
兼
如
の
書
写
に
関
す
る
も
の
か
」
と
推
測
さ
れ
、「
兼
如
は
天

正
七
年
下
国
の
時
、
再
稿
本
の
全
部
を
書
写
し
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
（
天
正

十
六
年
に
も
「
紅
葉
賀
」
な
ど
を
写
し
て
）、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
正
月
、
機

会
を
得
て
残
り
を
書
写
し
終
え
た
と
見
て
よ
い
」と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

小
川
氏
は
、
兼
如
が
奥
州
下
向
に
あ
た
っ
て
紹
巴
か
ら
得
た
の
は
再
稿
本
で
は

な
く
初
稿
本
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、「
天
正
十
六
年
、
文
禄
二
年
と
は
、
兼

如
が
す
で
に
書
写
し
て
い
た
『
紹
巴
抄
』
を
再
度
奥
州
の
地
で
転
写
し
た
年
次

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
、「
や
は
り
料
簡
に
あ
る
ご
と
く
天

正
六
年
に
兼
如
が
ま
ず
書
写
し
、
そ
れ
を
天
正
十
六
年
か
ら
文
禄
二
年
頃
に
自

身
の
手
で
転
写
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
」「
稲
賀
氏
に
よ
れ
ば
、
御
架

蔵
本
に
は
付
箋
が
さ
ま
ざ
ま
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
本
文
化
し
た
注
記
も
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
兼
如
が
折
に
触
れ
て
新
た
な
注
を
付
箋
に
記
し
て
い
た

の
を
、
あ
る
時
点
で
本
文
に
還
元
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
兼
如
が
再

度
転
写
し
た
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
本
文
化
の
作
業
こ
そ
が
天
正
十
六

年
、
文
禄
二
年
の
書
写
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
察

さ
れ
て
い
る
。
兼
如
は
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
四
月
頃
に
仙
台
へ
下
り
、
そ

の
後
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
春
あ
た
り
ま
で
奥
州
に
滞
在
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る（
５
）の
で
、
稲
賀
先
生
の
推
定
の
よ
う
に
京
都
出
立
時
に
書
写
し
残
し
た

『
紹
巴
抄
』
を
何
ら
か
の
機
会
を
得
て
天
正
十
六
年
に
紅
葉
賀
巻
な
ど
の
追
加

書
写
が
で
き
た
と
い
う
状
況
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
稲
賀
本

紅
葉
賀
巻
末
に
あ
る
天
正
十
六
年
正
月
九
日
と
花
宴
巻
尾
の
三
月
二
日
の
朱
筆

奥
書
は
奥
州
に
お
け
る
兼
如
の
書
写
に
関
わ
る
年
次
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
年
次
の
近
接
具
合
か
ら
見
て
、
伊
達
文
庫
Ｂ
本
に
あ
る
桐
壺
・

箒
木
両
巻
末
尾
の
天
正
十
五
年
十
一
月
下
旬
の
奥
書
も
そ
れ
と
一
連
の
書
写
作

業
の
進
行
を
表
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
五
年
十
一
月

二
十
七
日
に
桐
壺
巻
、
同
月
二
十
九
日
に
箒
木
巻
、
翌
年
正
月
九
日
に
紅
葉
賀

巻
、
三
月
二
日
に
花
宴
巻
の
書
写
を
終
え
る
と
い
う
進
行
状
況
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
稲
賀
本
夕
霧
巻
末
に
あ
る
文
禄
二
年
正
月
二
十
六
日
の
奥
書
は
紅
葉
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六

賀
・
花
宴
両
巻
の
朱
筆
奥
書
と
は
異
な
り
墨
書
の
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
と
は
別

次
元
の
書
写
に
関
わ
る
年
次
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
伊
達
文
庫
Ａ
本
の
奥

書
が
、天
正
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
仙
台
伊
達
家
に
お
い
て
『
紹
巴
抄
』

の
書
写
校
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
な
ら
ば
、
政
宗
の
時
代
の
伊
達
家

に
お
い
て
猪
苗
代
家
の
人
々
が
担
っ
た
文
事
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け

で
、
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

な
お
、
小
川
氏
は
、
兼
如
増
注
本
系
統
の
『
紹
巴
抄
』
に
、
兼
如
の
説
を
示

す
と
見
ら
れ
る
「
兼
私
」
注
の
他
に
、「
正
私
」
と
あ
る
注
が
散
見
す
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
、「
正
」
と
は
兼
如
の
弟
の
猪
苗
代
正
益
の
こ
と
で
あ
り
、「
兼
如

被
注
本
を
正
益
が
写
し
て
注
を
加
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
正
益
注
を
兼
如
が

参
看
し
て
自
身
の
本
に
手
を
加
え
る
」
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。

　

稲
賀
本
で
は
、
桐
壺
・
箒
木
両
巻
に
「
正
私
」
注
は
な
い
よ
う
だ
が
、
小
川

氏
に
よ
れ
ば
、
稲
賀
本
で
単
に
「
私
」
と
あ
る
注
が
鶴
見
本
で
は
「
正
私
」
と

な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
そ
う
だ
。
小
川
氏
の
引
用
を
そ
の
ま
ま
引
か
せ
て
い
た

だ
く
。

　

▽
稲�

賀　

私
順
徳
院
の
御
代
ヨ
リ
此
事
無
ト
也
〔
桐
壺
129
、
注
末
尾
割
り
注
〕 

（
伊
達
本
は
紹
巴
注
の
み
）〕

　
　

鶴�

見　

正
私
し
ゆ
ん
と
く
ゐ
ん
の
み
よ
よ
り
此
事
な
き
と
也
〔
注
末
尾
小

書
き
〕

こ
の
箇
所
の
注
は
、伊
達
文
庫
Ｂ
本
で
は
Ａ
本
（
小
川
氏
の
言
わ
れ
る
「
伊
達
本
」）

と
同
様
紹
巴
の
注
の
み
で
、「
私
」
注
も
「
正
私
」
注
も
な
い
。
こ
こ
だ
け
見

る
と
Ｂ
本
は
伊
達
文
庫
Ａ
本
と
比
較
的
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
Ｂ
本
は
桐
壺
・
箒
木
巻
の
一
冊
だ
け
し
か
な
い
の
で
、
以
後
の
巻
で
「
私
」

注
・「
正
私
」
の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
知
る
す
べ
が
な
い
。

二　

稲
賀
本
・
伊
達
文
庫
Ａ
本
と
Ｂ
本
と
の
間
の
項
目
異
同

　

こ
こ
で
、
伊
達
文
庫
Ｂ
本
と
稲
賀
本
・
伊
達
文
庫
Ａ
本
と
の
間
の
項
目
異
同

を
掲
げ
る
。
稲
賀
本
は
「
刻翻 

平
安
文
学
資
料
稿
」
第
二
期
（
昭
和
51
年
～
61
年  

広
島
平
安
文
学
研
究
会
）
に
項
目
番
号
を
付
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
翻
刻
本
文
を
利
用
し
て
、
稲
賀
本
を
基
準
に
し
て
伊
達
文
庫
Ａ
本
・
Ｂ
本
の

異
同
を
掲
げ
る
と
い
う
形
式
に
す
る
。

〔
桐
壺
巻
〕

○�

12
め
を
そ
は
め　
（
欄
外
ニ
「
み
も
て
な
し
、
み
お
ぼ
え
、
み
心
は
へ
、
み

う
ろ
し
み
」
ト
）

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

12
「
目
を
そ
は
め
」
項
目
の
次
に
、「
み
も
て
な
し
」「
み

お
ほ
え
」「
み
心
か
へ
」「
み
う
し
ろ
み
」
の
項
目
を
立
て
る
が
、
注
釈
文
は

な
し
。

○�

20
み
か
た
ち
也

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
な
し
。

○
26
見
え
し
・
27
あ
ら
さ
り
き

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
逆
順
。

○
37
ま
さ
な
き
・
38
を
く
り
む
か
へ
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七

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
逆
順
。

○
41
さ
う
し

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
な
し
。

○
59
む
な
し
き
御
か
ら

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
見
出
し
を
「
む
な
し
御
か
ら
」
と
す
る
。

○
65
給
ひ
し
か
・
66
さ
ま
あ
し
き
・
67
心
は
せ
・
68
す
け
な
ふ

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
順
「
さ
ま
あ
し
き
・
す
け
な
ふ
・
給
ひ
し
か
・
心
は

せ
」。

○
81
た
め
ら
ふ

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
「
77
内
侍
の
」
の
次
に
あ
り
。

○
95
か
た
く
な
に

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
見
出
し
「
か
た
な
に
」
と
す
る
。

○
118
大
液
の

―

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
注
釈
文
な
し
。

○
145
人
の
御
さ
ま
也

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
見
出
し
「
人
の
御
」
と
す
る
。

○
191
い
し
た
て
ゝ

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

注
釈
文
中
の
「
清
涼
殿
東
廂
也
」
を
項
目
の
ご
と
く
１
字

分
高
く
記
す
。

○
196
御
そ
た
て
ま
つ
り
か
へ
て

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

注
釈
文
中
の
「
権
記
ノ
心
ハ
」
を
項
目
の
ご
と
く
１
字
分

高
く
記
す
。

○
224
こ
ゝ
ら

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

前
項
目
「
223
五
六
日
」
の
注
釈
文
に
続
け
て
記
す
。
そ
し

て
、
次
に
「
お
ほ
な
〳
〵
」
の
項
目
あ
り
。

〔
箒
木
巻
〕

○
冒
頭　

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

文
中
の
「
あ
る
と
み
え
て
」
を
項
目
の
ご
と
く
１
字
分
高

く
記
す
。

○
23
か
し
こ
ま
り
も
え
を
か
す

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

前
項
注
釈
文
の
末
尾
に
続
け
て
記
し
、
項
目
と
し
な
い
。

○
74
宮
つ
か
へ
に
・
75
は
ふ
か
す

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
逆
順
（
75
項
目
「
は
ふ
か
る
」
と
す
る
）。

○
237
あ
へ
ま
し
は

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

前
項
注
釈
文
の
末
尾
に
続
け
て
記
し
、項
目
と
し
な
い（
た

だ
し
、
Ｂ
本
は
「
あ
へ
ま
し
は
」
の
右
肩
に
小
さ
な
丸
印
を
記
す
）。

○
273
七
と
せ

　

�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

注
釈
文
中
の
「
櫲
樟
七
年
而
…
」
を
項
目
の
ご
と
く
１
字

分
高
く
記
す
。

○
303
ほ
う
け
つ
き

　
�

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
の
次
に「
く
す
し
か
ら
ん　

く
す
み
た
る
心
也
」

の
項
目
あ
り
。

○
333
君
達
あ
さ
ま
し

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

前
項
注
釈
文
の
末
尾
に
続
け
て
記
し
、
項
目
と
し
な
い
。
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八

○
389
何
よ
け
ん
・
390
わ
ら
は
な
る

　
�

→
Ｂ
本
は
こ
の
２
項
目
を
１
字
下
げ
て
注
釈
文
の
高
さ
に
記
し
、
１
字
上
げ

る
指
示
を
す
る
（
390
は
Ａ
本
・
Ｂ
本
と
も
「
わ
ら
は
な
る
殿
上
の
」
を
項
目

と
す
る
）。

○
473
さ
る
へ
き
事
は

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
な
し
。

○
488
又
も
給
へ
り

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

こ
の
項
目
な
し
。

○
510
い
と
〳
〵
お
し

　

→
Ａ
本
・
Ｂ
本　

項
目
見
出
し
を
「
い
と
お
し
」
と
す
る
。

　

以
上
の
通
り
で
、
項
目
の
出
入
り
や
配
列
の
違
い
を
見
る
と
、
稲
賀
本
に
対

し
て
伊
達
文
庫
Ａ
本
・
Ｂ
本
が
共
通
し
て
対
立
す
る
例
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
基
本
的
に
Ｂ
本
は
Ａ
本
に
近
く
、
稲
賀
本
に
は
遠
い
関
係
に
あ
る

と
言
え
る
。
で
は
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
も
う
少
し
詳
し
く
本
文
の
違
い
を
見
て
い
く
。

三　

伊
達
文
庫
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
本
文
の
違
い

　

伊
達
文
庫
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
間
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
本
文
異
同
と
し
て
、
Ｂ

本
に
な
い
注
が
Ａ
本
に
は
行
間
に
補
入
し
た
形
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
箒
木
巻
の
注
釈
に
顕
著
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
稲
賀
本
の
項

目
番
号
と
と
も
に
Ａ
本
の
本
文
状
況
を
記
す
。

○
222
え
ん
な
る

　

項
目
の
後
の
行
間
に
「
私
す
こ
き
こ
と
の
は
あ
は
れ
な
る
哥
を
よ
み
置
の
首

尾
也
」
と
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
本
に
は
な
く
、
稲
賀
本
に
も
な
い
。

○
260
こ
と
の
音
も
哥

　

末
尾
に
、「
一
葉
抄
ニ
芦
間
に
な
つ
む
舟
そ
え
な
ら
ぬ
は
た
ゝ
な
ら
ぬ
心
也

え
な
ら
ぬ
花
は
い
は
れ
す
お
も
し
ろ
き
也
又
縁
な
ら
ぬ
は
よ
せ
も
な
き
心
也
」

と
行
間
小
字
書
き
入
れ
が
あ
る
。
Ｂ
本
に
は
な
く
、
稲
賀
本
に
も
な
い
。

○
265
さ
う
の
こ
と

　

見
出
し
の
左
脇
に
引
き
出
し
符
号
を
付
け
、「
一
葉
し
や
う
と
よ
む
へ
し
」

と
行
間
書
き
入
れ
が
あ
る
。
や
は
り
Ｂ
本
に
も
稲
賀
本
に
も
な
い
。
こ
の
二
例

は
、
と
も
に
『
一
葉
抄
』
を
引
い
て
い
る
点
で
共
通
性
が
あ
る
。

　

一
方
、
Ｂ
本
で
補
入
本
文
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
Ａ
本
で
は
正
行
の
本
文
に

な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

〔
桐
壺
巻
〕

○
料
簡

《
Ｂ
本
》
上
部
欄
外
に
横
向
き
に
「
黄
表
紙
ハ
俊
成
卿
ノ
本
ト
云
也
」
と
記
す
。

《
Ａ
本
》
本
行
に
「
黄
表
紙
ハ
俊
成
卿
の
本
と
云
也
」
と
あ
る
。

（
※
稲
賀
本
に
も
欄
外
に
「
〽
黄
表
紙
は
俊
成
の
本
云
々
」
と
あ
る
）

〔
箒
木
巻
〕

○
202
手
を
お
り
て
哥

《
Ｂ
本
》「
故
伊
勢
物
語
」
と
行
間
補
入
。

《
Ａ
本
》
本
行
に
「
作
物
語
故
伊
勢
物
語
上
句
其
儘
を
け
り
」
と
あ
る
。
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九

○
413
い
も
う
と

《
Ｂ
本
》「
弟
ヲ
モ
兄
ト
」
と
行
間
補
入
。

《
Ａ
本
》
本
行
に
「
男
子
を
は
弟
を
も
兄
と
系
圖
に
は
い
も
う
と
ゝ
あ
ね
を
も

か
け
り
」
と
あ
る
。

（
※
こ
の
Ｂ
本
の
補
入
部
分
、
稲
賀
本
に
は
な
く
、
文
脈
が
整
わ
な
い
）

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
Ｂ
本
は
本
文
上
の
不
備
を
欄
外
に
補
入
し
、
そ
れ
を
本

文
に
取
り
込
ん
で
Ａ
本
が
書
写
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
本

の
箒
木
169
「
す
み
が
き
」
の
項
に
は
、上
部
欄
外
に
「
金
岡
ハ
山
十
五
重
ヲ
タ
ヽ

ム
広
高
ハ
」
と
あ
る
ら
し
い
（
裁
断
の
た
め
か
上
部
が
欠
損
し
て
い
て
判
読
で

き
な
い
）
補
入
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
Ａ
本
は
こ
の
補
入
を
取
り
込
ん
で
い
な

い
（
稲
賀
本
に
は
補
入
部
分
の
本
文
が
あ
る
）
か
ら
、
す
べ
て
を
き
ち
ん
と
取

り
込
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

も
し
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
間
に
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
な
ら
ば
、
Ａ
本
の
方
が
清

書
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
両
本
間
に
は
巻
末
識
語
の
有
無
を
は
じ
め
細
か

な
本
文
異
同
が
か
な
り
あ
る
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
は
な
さ
そ
う
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ａ
本
の
体
裁
か
ら
は
清
書
本
ら
し
い
感
じ
が
す
る
こ
と
は
先
述
の

通
り
で
あ
る
。
Ａ
本
は
Ｂ
本
に
近
い
本
文
を
持
っ
た
本
を
も
と
に
書
写
さ
れ
た

清
書
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
清
書
後
、
Ａ
本
は
『
一
葉
抄
』
を
参
照
し
て
注

を
追
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
宮
城
県
図
書
館
蔵
『
源
氏
物

語
抄
』
残
巻
一
冊
本
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
兼
如
増
注
本
系
『
紹
巴
抄
』
の
展
開

を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
兼
如
は
天
正
六
年

の
奥
州
下
向
に
際
し
、
師
紹
巴
か
ら
『
紹
巴
抄
』
の
初
稿
本
を
与
え
ら
れ
た
。

仙
台
に
お
い
て
そ
れ
に
注
を
付
加
す
る
と
と
も
に
何
度
に
も
わ
た
っ
て
書
写
・

校
合
を
行
っ
た
。
天
正
十
五
年
十
一
月
下
旬
か
ら
は
じ
め
た
校
合
作
業
も
そ
の

一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
当
該
本
の
奥
書
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
全
二
十
巻
の
う
ち

の
首
巻
一
冊
の
み
と
い
う
零
本
な
の
で
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
。
連
れ
の
十
九

冊
が
ど
こ
か
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１�

）
稲
賀
敬
二
先
生
「『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と
兼
如
―
永
禄
奥
書
本
資
料
―
」

（
金
子
金
治
郎
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
連
歌
と
中
世
文
芸
』〈
昭
和
52
年　

角
川
書
店
〉。
後
、『
源
氏
物
語
注
釈
史
と
享
受
史
の
世
界
』〈
源
氏
物
語
研

究
叢
書
４
、
平
成
14
年　

新
典
社
〉
所
収
）。
以
下
、
特
記
な
き
場
合
、
稲

賀
先
生
の
御
説
は
こ
の
論
考
に
よ
る
。

（
２�

）
稲
賀
敬
二
先
生
他
校
『
永
禄
奥
書
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
一
、二
～

十
九
、二
十
（
昭
和
51
年
～
61
年　

広
島
平
安
文
学
研
究
会
）。

（
３�

）
小
川
陽
子
氏
「『
源
氏
物
語
抄
（
紹
巴
抄
）』
の
展
開
と
享
受
―
猪
苗
代
家

の
関
与
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
19
・
４
）。
以
下
、
小
川

氏
の
説
は
す
べ
て
こ
の
論
考
に
よ
る
。

（
４
）稲
賀
敬
二
先
生「
猪
苗
代
兼
如
書
写
・
書
き
入
れ
本『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』

―
卜
部
吉
田
家
旧
蔵
本
と
架
蔵
本
と
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
第
四
号
〈
昭
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十

和
59
・
８　

広
島
平
安
文
学
研
究
会
〉。
後
、
注
１
掲
出
書
所
収
）。

（
５�

）U
RL  http://eichi.library.pref.m

iyagi.jp/eichi/dejitail/3-60482-0
〔
付�
記
〕
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に
お

け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉」（
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
宮
城
県
図
書
館
蔵
本
の
調
査
お
よ
び
複
写

に
あ
た
っ
て
は
、
同
館
み
や
ぎ
資
料
室
の
佐
尾
博
基
氏
に
格
別
の
御
高
配

を
賜
っ
た
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
収
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

の
複
写
に
つ
い
て
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

る
。
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十
一

An Introduction about one of the Annotated Books 
Genjimonogatari-sho (Johasho) of which Afterword 

was Written by Inawashiro Kennyo Held in 
Miyagi Prefectural Library

Yoshinobu SENO

　　 This paper introduces one remaining volume from Genjimonogatari-sho (Johasho) owned by 

the Miyagi Prefectural Library which had never been previously introduced and points out its 

potential to be an invaluable resource in order to understand the development of the original 

Johasho annotated by Kennyo.  In 1578, Kennyo was given the first edition of Johasho by his 

master Joha when he went to Oushu; he added notes to this edition, copied it by hand, and 

proofread it repeatedly.  As mentioned in the book’s colophon, the proofreading process that began 

in late November of 1587 was supposedly part of this work.
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